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No.74
令和 5 年 夏号No.74
令和 5 年 夏号

松涛会理念
医療・介護・福祉の連携により、
地域社会に貢献いたします。

～あなたの歓びが、私の生きがいです～

・倫理研修会を開催して
・医療安全質管理室について
・回復期リハビリテーション病棟の紹介
・令和５年度入社式・オリエンテーション
・駐車場及び周辺の草刈り
・横野海岸清掃
・下関市老人福祉施設協議会ボウリング大会に参加して
・知らなきゃソン塾の発表を終えて
・看護の日
・子ども食堂移転～交流ホームにて～
・令和4年度資格取得者一覧
・蓋井島でのツワ取り
・社会福祉法人松涛会   令和 4年度  決算報告

目 次J:COM下関様の取材を受けて
2023 年６月９日、J:COM 下関様より「モルック

しませんか !?」の取材を受けました。
　「モルックで地域に活力を !」をキャッチフレーズに
モルック普及に力を入れるモルック広め隊が市内各所
に出没する番組です。
　安岡病院では、緩和ケア病棟、リハビリテーション科、
セントラルキッチンを取材されました。
２０２３年７月１日～１５日に放送され、Youtube にも

公開されます。
　是非ご覧ください。 広報委員会　

J:COM下関 「モルックしませんか !?」取材中J:COM下関 「モルックしませんか !?」取材中

セントラルキッチンにてセントラルキッチンにて緩和ケア病棟にて緩和ケア病棟にて J:COMチャンネル下関
地デジ12CH

2023年7月1日～15日に放映されます。

　　― 放映時間 ―
月～金曜日・日曜日
9:00～ /12:00～ /20:00～ /22:30～

土曜日
9:00～ /12:00～ /20:00～
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倫
理
研
修
会
を
開
催
し
て

医
療
安
全
質
管
理
室
に
つ
い
て

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
紹
介

病院長

医療安全
質管理室

総括・
機能評価

安全管理
部　　門

感染管理
部　　門

安
岡
病
院  

副
院
長
兼
看
護
部
長

古
本
　
た
つ
子

　

３
年
越
し
の
願
い
が
よ
う
や

く
叶
い
、
金
城
隆
展
先
生
（
琉

球
大
学
病
院
地
域
・
国
際
医
療

部
特
命
助
教
）
を
お
迎
え
し
て
、

５
月
19
日
と
20
日
、
２
日
間
に

わ
た
り
研
修
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

初
日
は
「
立
ち
止
ま
り
物
語

る
倫
理
の
ス
ス
メ
〜
患
者
本
人

に
と
っ
て
最
善
は
な
に
か
〜
」

を
テ
ー
マ
に
１
０
２
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
31

名
の
参
加
で
「
カ
ー
ド
方
式
事

例
検
討
で
楽
し
く
学
ぶ
臨
床
倫
理
」「
映
画
で
学
ぶ
共
同
著

作
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
対
面
で
の
研
修
会
で
、
参
加
し
た
職
員
も

先
生
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

「
二
項
対
立
を
越
え
る
中
間
に
倫
理
が
あ
り
、
迷
う
こ
と
は

悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
沢
山
迷
っ
て
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ

た
。」「
選
ぶ
こ
と
が
〝
そ
の
人
ら
し
さ
〞
に
繋
が
る
。
患

者
さ
ん
の
選
択
肢
を
増
や
せ
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。」

「
患
者
、
家
族
、
仲
間
と
共
に
、〝
物
語
を
紡
ぐ
〞
機
会
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
!!
」
と
、

多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
経
験
を

通
し
て
、
私
た
ち
は
様
々
な
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
や
課
題
と

直
面
し
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
今
回
の
研
修
で

得
た
学
び
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
の
「
か
け
が

え
の
な
い
人
生
」
に
寄
り
添
う
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【組織図】

　

医
療
安
全
質
管
理
室
は
、
病
院
が
提
供
す
る
医
療
の
質
向

上
の
た
め
、
継
続
的
な
質
改
善
活
動
を
支
援
し
病
院
活
動
の

下
支
え
を
目
的
に
副
院
長
が
室
長
を
務
め
、
三
つ
の
部
門
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
総
括
・
機
能
評
価
部
門
は
、
患
者
中
心
の
医
療

の
推
進
、
良
質
な
医
療
の
実
践
な
ど
を
継
続
し
、
発
展
さ
せ

る
た
め
の
活
動
や
職
員
の
意
識
と
行
動
改
革
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

二
つ
目
の
安
全
管
理
部
門
は
、
病
院
内
で
発
生
し
て
い
る

医
療
安
全
に
関
す
る
報
告
に
対
し
、
安
全
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
安
全
で

安
心
な
医
療
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
感
染
管
理
部
門
で
す
。
感
染
対
策
は
す
べ
て
の
方
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
、
病
院
で
働
く
す
べ
て
の
医
療
従
事
者
を
感
染
か
ら

守
る
た
め
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
質
を
高
め
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
職
員
一
丸
と

な
り
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
岡
病
院  

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー  

相
談
員
　
山
本
　
麻
美

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
（
西
３
病
棟
）
は
大

腿
骨
骨
折
後
や
、
脊
椎
骨
折
、
脳
卒
中
後
の
患
者
さ
ん
が
入

院
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
３
６
５
日
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
の
指
導
の
も
と
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
在
宅
復
帰
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
一
方
で
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
は
医
療
相
談
員
が

担
当
と
な
り
、
退
院
ま
で
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
の
相
談
、
ま
た
、
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
い
場
合
は
、
松
涛
会
の
関
連
施
設
を
含

め
た
介
護
施
設
の
ご
案
内
も
い
た
し
ま
す
。
退
院
後
に
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
患
者
さ
ん
ご
家
族
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
の
入
院
は
ぜ
ひ
安
岡
病
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

安
岡
病
院
医
療
安
全
質
管
理
室  

安
全
管
理
部
門  

看
護
師
長

長
舩
　
裕
輔
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令
和
５
年
度
入
社
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

駐
車
場
及
び
周
辺
の
草
刈
り広

報
委
員
会

　

６
月
17
日
当
法
人
の
駐
車
場
と
周
辺
の
道
路

な
ど
の
草
刈
り
を
実
施
。
約
50
人
の
職
員
が
参

加
。
そ
の
日
は

炎
天
下
で
、
参

加
し
た
職
員
は

汗
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
頑
張

り
ま
し
た
。
こ

れ
で
悪
臭
や
害

虫
の
発
生
な
ど

を
抑
え
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

参
加
し
た
皆
様

お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

社
会
医
療
法
人
松
涛
会
　
社
会
福
祉
法
人
松
涛
会
　
常
務
理
事

斎
藤
　
英
樹

　

６
月
６
日
・
13
日
に
計
97
名
に
入
社
式
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
。
理
事
長

を
始
め
、
院
長
、
看
護
部
長
、
事
務
長
等
か
ら
新
入
職
員
に
対
し
て
伝
え
た
い
思
い
や

考
え
を
講
義
の
中
で
共
有
。
参
加
し
た
職
員
は
松
涛
会
の
沿
革
や
理
念
等
を
理
解
し
、

医
療
安
全
や
感
染
、
防
災
、
就
業
規
則
等
を
学
習
し
ま
し
た
。
後
日
松
涛
会
グ
ル
ー
プ

の
施
設
を
見
学
し
、
医
療
と
介
護
が
一
体
と
な
っ
た
松
涛
会
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

前後左右、同期の職員に自己紹介 職員に夢を尋ねる理事長
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下
関
市
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
て

横
野
海
岸
清
掃

広
報
委
員
会

６
月
11
日
㈰
横
野
海
岸
に
て
安
岡
自
治
会
主
催
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

家
族
連
れ
も
含
め
１
１
５
名
の
職
員
が
参
加
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

海
の
環
境
問
題
を
実
感
し
、
S
D
Gs
の
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
オ
リ
ー
ブ
生
活
相
談
員　

秋
本　

哲
宏

　

６
月
24
日
、
下
関
市
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
の

職
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、
市
内
の
施
設
よ
り
86
名
の
職
員
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

他
施
設
職
員
と
の
交
流
を
楽
し
み
、
レ
ー
ン
で

は
一
投
ご
と
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
松

涛
会
か
ら
は
、
は
ま
ゆ
う
苑
、
オ
リ
ー
ブ
、
フ
ロ

イ
デ
彦
島
よ
り
13
名
が
参
加
し
、
オ
リ
ー
ブ
が
団

体
３
位
、
は
ま
ゆ
う
苑
平
山
相
談
員
が
個
人
３
位

と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
度
は
、
は
ま

ゆ
う
苑
が
当
番

施
設
で
す
。
ぜ

ひ
優
勝
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
持
ち

帰
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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資
格
取
得
の
皆
様
、
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
四
年
度
資
格
取
得
者
一
覧

社
会
医
療
法
人
松
涛
会

■

看
護
師　
２
名

・
河
村　

愛
恵　
（
安
岡
病
院　

西
２
病
棟
）

・
乘
口　

郁
江　
（
安
岡
病
院　

東
３
病
棟
）

■

准
看
護
師　
１
名

・
浜
本　

し
の
ぶ（
安
岡
病
院　

東
３
病
棟
）

■

介
護
支
援
専
門
員　
１
名

・
福
田　

彩　
　

　
（
彦
島
内
科
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

■

介
護
福
祉
士　
４
名

・
赤
星　

裕
子

（
安
岡
病
院　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

・
藤
川　

幸
子　
（
安
岡
病
院　

西
２
病
棟
）

・
岡
田　

教
子　

（
老
人
保
健
施
設
コ
ス
モ
ス
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
）

・
中
村　

恵
子

（
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
あ
ん
し
ん
ホ
ー
ム
や
す
お
か
）

■

管
理
栄
養
士

１
名

・
濵
谷　

麻
美

（
栄
養
科　

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
）

■

調
理
師

１
名

・
藤
原　

愛　

（
栄
養
科　

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
）

社
会
福
祉
法
人
松
涛
会

■

介
護
支
援
専
門
員　
３
名

・
永
井　

あ
か
ね

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
フ
ロ
イ
デ
彦
島
）

・
阿
武　

愛
子　

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
フ
ロ
イ
デ
金
比
羅
）

・
新
田　

一
茂　

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
フ
ロ
イ
デ
金
比
羅
）

■

介
護
福
祉
士

３
名

・
谷
川　

翔
太
郎

　
（
フ
ロ
イ
デ
彦
島
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

・
村
岡　

亜
矢
子

　
（
脳
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ね
ぎ
）

・
長
田　

美
保　

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
フ
ロ
イ
デ
金
比
羅
）

知
ら
な
き
ゃ
ソ
ン
塾
の

　
　
　
　
　
発
表
を
終
え
て

子
ど
も
食
堂
移
転
〜
交
流
ホ
ー
ム
に
て
〜

看
護
の
日

安
岡
病
院  

栄
養
科  

管
理
栄
養
士
　
　
　  

清
本
　
千
里

　

先
日
、
山
口
栄
養
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
の
知
ら
な
き
ゃ
ソ
ン

塾
に
て
１
題
目
に
「
当
院
に
お
け
る

N
S
T
介
入
症
例
の
検
討
」、
２
題
目

に
緩
和
ケ
ア
病
棟
・
鶴
田
江
美
子
看

護
師
に
よ
り
「
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
食

事
の
取
り
組
み
〜
お
好
み
食
の
導
入

〜
」
に
つ
い
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
演
題
の
内
容
を
検
討
し
て

い
く
中
で
、
歴
代
N
S
T
委
員
か
ら

の
活
動
が
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
N
S
T
委
員
以
外
の
ス

タ
ッ
フ
も
、
食
事

に
関
し
て
本
当
に

協
力
的
で
、
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ

け
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
後
も
N
S
T

委
員
と
し
て
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
患

者
様
へ
、
多
職
種

で
よ
り
良
い
栄
養

ケ
ア
を
行
な
っ
て

い
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

安
岡
病
院  

副
院
長
兼
看
護
部
長

古
本
　
た
つ
子

　

３
年
越
し
の
願
い
が
よ
う
や

く
叶
い
、
金
城
隆
展
先
生
（
琉

球
大
学
病
院
地
域
・
国
際
医
療

部
特
命
助
教
）
を
お
迎
え
し
て
、

５
月
19
日
と
20
日
、
２
日
間
に

わ
た
り
研
修
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

初
日
は
「
立
ち
止
ま
り
物
語

る
倫
理
の
ス
ス
メ
〜
患
者
本
人

に
と
っ
て
最
善
は
な
に
か
〜
」

を
テ
ー
マ
に
１
０
２
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
31

名
の
参
加
で
「
カ
ー
ド
方
式
事

例
検
討
で
楽
し
く
学
ぶ
臨
床
倫
理
」「
映
画
で
学
ぶ
共
同
著

作
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
対
面
で
の
研
修
会
で
、
参
加
し
た
職
員
も

先
生
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

「
二
項
対
立
を
越
え
る
中
間
に
倫
理
が
あ
り
、
迷
う
こ
と
は

悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
沢
山
迷
っ
て
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ

た
。」「
選
ぶ
こ
と
が
〝
そ
の
人
ら
し
さ
〞
に
繋
が
る
。
患

者
さ
ん
の
選
択
肢
を
増
や
せ
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。」

「
患
者
、
家
族
、
仲
間
と
共
に
、〝
物
語
を
紡
ぐ
〞
機
会
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
!!
」
と
、

多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
経
験
を

通
し
て
、
私
た
ち
は
様
々
な
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
や
課
題
と

直
面
し
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
今
回
の
研
修
で

得
た
学
び
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
の
「
か
け
が

え
の
な
い
人
生
」
に
寄
り
添
う
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
の
田
内
科  

看
護
師
長

水
野
　
佳
代
子

　

５
月
13
日
㈯
、
看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
健
康
相
談
・
体

力
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
、
山
の
田
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
等
訪
問
し
、
広
報
活
動
も
お
こ
な
い
ま

し
た
が
、
当
日
は
大
雨
。
悪
天
候
の
中
、
28
人
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
立
派
な
設
備
が

あ
る
と
知
ら
な
か
っ
た
」「
来
て
よ
か
っ
た
」

等
の
話
を
お
聞

き
し
、
笑
顔
で

帰
ら
れ
る
姿
を

み
て
、
安
堵
し

ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
ゆ
う
苑  

事
務
員

今
泉
　
智
絢

　

子
ど
も
食
堂
キ
ッ
チ
ン
は
ま
ゆ
う
が
横
野
町
公
会
堂
で
ス
タ
ー
ト

し
て
約
一
年
半
。
今
月
よ
り
、
当
初
か
ら
の
予
定
で
あ
っ
た
「
は
ま

ゆ
う
苑
地
域
交
流
ホ
ー
ム
」
に
開
催
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。
６
月

17
日
、
子
ど
も
30
人
、
引
率
保
護
者
、
近
所
の
お
年
寄
り
、
施
設
の

高
齢
者
と
、
計
59
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
食
事
の
後
は
ゲ
ー
ム

を
す
る
子
、
紙
芝
居
に
夢
中
に
な
る
子
、
ま

た
施
設
の
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
シ
ー
ン
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ト
ン
カ
ツ
に
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
お
か
か
煮
。「
美
味
し
か
っ
た
」
と

わ
ざ
わ
ざ
レ
シ
ピ
を
聞
き
に
来
る
保
護
者
も

お
ら
れ
、
松
涛
会
の
栄
養
科
職
員
も
嬉
し
そ

う
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

毎
月
第
３
土
曜
日
。
子
ど
も
の
居
場
所
と

多
世
代
交
流
が
少
し
ず
つ
根
づ
い
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

※NST（Nutrition Support Team, 栄養サポートチーム）
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令和４年度貸借対照表
（令和５年 3月 31日現在）

（単位：千円）

（単位：千円）

流動資産
固定資産
　　　　　　（基本財産）

　　　（その他固定財産）

資産の部合計

556,668
2,981,780
2,363,355
618,424

3,538,448

流動負債
固定負債
基本金
国庫補助金等特別積立金
修繕積立金
次期繰越活動収支差額
（内当期活動収支差額）
負債及び純資産の部合計

258,634
455,754
1,018,688
510,186
58,375 

1,236,811
△117,201
3,538,448

令和４年度事業活動収支計算書
（令和４年4月1日～令和５年3月31日現在）

事業活動収入
事業活動支出
　　　　事業活動資金収支差額

施設整備等収入
施設整備等支出
　　　施設整備等資金収支差額

その他活動収入
その他活動支出
　　　その他活動資金収支差額

　　　　　　当期資金収支差額

当期末支払資金残高

1,520,598
1,521,833
△1,234

43,399
119,036
△75,637

13,310
20,703
△7,394

△84,265

358,524

社会福祉法人松涛会
令和４年度　決算報告

N
o.74

☎
　
安
岡
病
院
　
0
8
3
－
2
5
8
－
3
7
1
1

安岡病院

はまゆう苑

　　　お気軽にご相談下さい。
●社会医療法人松涛会安岡病院 担当 /人事係

　　☎083-258-3711
●社会福祉法人松涛会はまゆう苑 担当 /法人事務局

　　☎083-258-3800

問
い
合
わ
せ
先

蓋
井
島
で
の
ツ
ワ
取
り

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
ゆ
う
苑  

課
長  

松
谷  

法
史

　
船
か
ら
降
り
、
長
靴
に
履
き
替
え
早
速
案
内
し
て
頂

い
た
山
の
一
角
は
ツ
ワ
と
蕗
の
群
生
地
。理
事
長
自
ら

も
鎌
を
持
ち
次
々
と
収
穫
し
て
い
き
ま
し
た
。収
穫
し

た
食
材
は
そ
の
日
の
う
ち
に
下
処
理
さ
れ
、
入
居
者
様

の
夕
食
の
お
か
ず（
煮
物
）と
な
り
ま
し
た
。「
昔
懐
か
し

い
ツ
ワ
の
味
が
し
て
美
味
し
か
っ
た
よ
」
と
の
声
も
聞

き
ま
し
た
。

　
蓋
井
島
の
皆
さ
ん

に
は
午
前
中
と
い
う

短
い
時
間
で
し
た
が
、

案
内
か
ら
送
迎
、
食

事
ま
で
お
世
話
に
な

り
、
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
蓋

井
島
の
港
で
見
か
け

た
イ
ル
カ
は
、
帰
り

の
船
を
見
送
る
か
の

よ
う
に
、
し
ば
ら
く

船
尾
か
ら
の
波
し
ぶ

き
の
間
か
ら
何
度
も

頭
を
出
し
て
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

下ごしらえの後はセントラル
キッチンならではの真空調理

看護師・介護士・保育士・調理員募集
　　（介護士・調理員は資格のない方もＯＫです。）
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